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研究成果の概要（和文）：本研究は、今まで国内外の研究者が限界と考えていた多言語に亘る史資料を精査し、
人の繋がりから歴史を紐解くことで歴史の「連続性」を見出すことを目的とした。インドネシア現代史の「失わ
れた環」とされる日本占領期を、軍・官・財・学の人脈やネットワークを探求すべく、当時の史料を相当数収集
した。これら史料研究を通じ日本軍政と戦後インドネシア社会との連関を考える研究へと継承した。
3年間の本研究実績は、代表者および分担者で、国際学会のパネル発表を29回行った。研究者が発表した書籍総
数11本、研究論文14本の出版に加え、国際シンポジウムや国際ワークショップを開催した。国内シンポジウムや
国内外で史料展も開催した。

研究成果の概要（英文）：In the modern history of Indonesia, the Japanese occupation period has been 
often dealt with as the period of divider or “missing link” between prewar and post WWII 
Indonesia. This project tried to replace the characteristics of Japanese occupation as a meaningless
 “divider” or "connector," and instead focus on the networks of personal and professional 
relations in the area of military, administration, business, education as well as cultural spheres. 
Members of this project collected and examined primary sources; consequently, the project 
deliberately focused more on postwar Indonesian society and the Japanese occupation period.
Some of the activities and results of this project were: 1) one international symposium, 2) one 
international workshop, 3) two regional symposiums, 4) 29 presentations in the international 
conferences, 5) 11 book publications, 6) 14 article publications, and 7) 3 exhibitions of materials 
primarily collected for this project.

研究分野： 歴史人類学、インドネシア現代史

キーワード： 日本占領期インドネシア研究　植民地研究　日イ関係史　史料研究　インドネシア現代史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、国家と国家を対立軸に置く単純な構図の歴史観から離れ、人脈やネットワークを中心とし、対峙では
なく影響し社会が適応しながら変容していく歴史を再考した。発掘した史料を英語で発信し、また成果を国際的
に共有できる英語で発表することで、言語による研究の困難さから「失われた環」となっていた日本占領期イン
ドネシア史の基盤整理をし、国際的にも研究を推進させる貢献をした。「戦時期」を対立構造とは異なる枠組み
でとらえる本研究は、歴史を政争の具とする現在社会へも一石を投じることができ、社会的にも意義があった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
日本占領期インドネシア研究は 1960 年代前後から米コーネル大学を中心に取り組まれてき

た。しかし、日本語資料が最大の障壁となり Benda (1958)や Kanahele (1967)のような例外的
な研究者を除くと、Anderson (1972) や Robinson (1995)のように日本語資料の利用が限定的で
あるか、一部の翻訳資料に依拠するばかりであった。一方、後藤乾一、倉沢愛子ら国内第一人者
は、蘭語史料が比較的少ない上、成果の多くを日本語で出版した為、国外研究者への発信が限ら
れていた。オランダでは、言語の問題を抱えると同時に植民地を失った経験と日本占領下の個々
人の辛苦が反映した研究が基礎になり（de Jong 1969-1991, van Velden 1963）、インドネシア
に関しては、史資料の多くを他言語に依拠せねばならず、研究自体あまり発展していなかった。
このように、夫々の「偏った」史料や各々の学問背景から構築された日本占領期インドネシア史
は、国際研究の場において、その理解に齟齬が生じ、議論を難しくし、近現代インドネシア史に
おいて、戦前・戦後との連関が不明な「失われた環」となっていた。また、多言語という障害で、
日本占領期インドネシア研究は、次世代研究者から嫌忌され、国際的にもその数が激減し、イン
ターネット社会の中、読み違えられた情報でさえ、あたかも「史実」として跋扈する状況にあっ
た。歴史研究の根拠となる史資料理解の問題は、日本占領期社会が日本対オランダ、日本対イン
ドネシアといった、単純化された 2 極対峙的な政治言説のように捉えられ、植民地時代におこ
った植民地宗主国に対するインドネシア民族運動さえ、あたかも日本軍政に対して共闘してい
たかのような構図さえ見え隠れするほどであった。しかし、研究分担者（後藤）の研究した市来
竜夫のように、日本占領期にインドネシア祖国防衛義勇軍（PETA）創設に関わり、インドネシ
ア独立戦争に身を投じた日本人もいた。PETA を経て市来と東部ジャワ戦線に参加、後に国軍副
司令官になったスミトロもいた。軍関係者で戦後インドネシア経済に関わっていく西嶋重忠や
インドネシア協会のメンバーもいた。ガウスが頭山満、徳川義親と親交があり戦後は日本医学と
関わりを持っていたことのように、本研究は、日本占領期インドネシアを単純な 2 極対峙的な
歴史観ではなく、人脈・ネットワークの凝縮期と捉えなおす試みに発展した。 
日本占領期インドネシア研究の言語問題に対する意識は、国外でも共有しており、払拭すべく

基盤整備へと努力を見せている。2010 年にはオランダ戦争資料研究所(NIOD)が中心になり、
The Encyclopedia of Indonesia in the Pacific War を、また今年はオランダ CORTS 財団が 5
年という歳月をかけ、防衛研究所監修の『蘭印攻略作戦』を英訳――The Invasion of the Dutch 
East Indies――ライデン大学から出版し、盤石な研究の礎を提供した。このように、植民地を
失うきっかけとなった日本占領期に関する研究は、オランダでは持続的に行われている。「記憶」
の研究が注目された 2000 年代には、オランダ王立言語・地理・民族研究所（KITLV）が中心に
なり、Oral History Project on Indonesia プロジェクトを行った。しかし、「戦史の政治化」が
顕著になった過去 25 年の面接聞き取り調査には、政治言説を反映する傾向の記憶もあり、この
ようなオーラルヒストリーからの歴史再構築は「不透明な歴史」と認識され、史資料の裏付けの
必要性があった。言語問題も孕んだ史料的に困難な時期であった日本占領期インドネシアは、単
にオランダ領東印度が破れ政治が変わったという体制の変化だけではなく、言語的にもインド
ネシア現代史の中で「分断」された特殊な時期として位置づけられていた。 
 
２．研究の目的 
歴史研究では、政治体制の変化で時間軸を「分断」する傾向がある。インドネシア現代史に関

しても、第 2 次世界大戦で歴史の流れを「分断」する研究が通例となっている。しかしながら、
人脈やネットワークから歴史を通観すると「分断」ではなく「連続性」を見出せる。 
本研究は、日本占領期インドネシアを、人脈・ネットワークの凝縮された時期と捉えなおし、

戦前からの軍・政・官・財・学ネットワークが、戦後の日イの関係にどのような影響を与えたか
検証することを目的とした。本研究では、占領期研究を最も困難にしている日・蘭両語史資料も
網羅、一部翻訳及び成果を英語で発表することで、言語という研究基盤の「技術面」でも国際貢
献し、日本占領期インドネシア研究を国際的に共通した場に位置付け、新たな研究を促すことも
目的とした。 

 

３．研究の方法 
本研究の方法は、歴史研究の定石である一次史料の調査・分析を主とした。史資料調査は、国

内、オランダ、インドネシアおよびイギリスの各国立公文書館および国立図書館、資料研究所な
どで実施し、必要に応じて海外の研究協力者にその調査依頼を行った。調査で発掘した史料の分
析をするとともに、国内外の研究者にとっての、多言語史料研究の難しさを克服するため、日本
語史料の一部を英訳あるいはインドネシア語訳に、またオランダ語史料の英訳を推し進め、国際
研究交流を促進する環境整備を試みた。 
研究の眼目でもある、戦前と戦後の連続性を日本占領期インドネシアの人脈やネットワーク

から明らかにするという本研究は、史資料の中でも特に、日本占領期のインドネシア軍政に関係
者、企業、外交、医療、芸術に関する人脈およびネットワークに着目し、当時の新聞雑誌の記事
を精査することで、検証することを進めた。 
史料の中には、文書のみではなくこれまでの研究者が面接聞き取り調査をした記録も、本研究



開始時点では含めていた。早稲田大学西嶋コレクション所蔵の 1970 年代に録音された日本占領
期インドネシア関係者インタビュー記録、1980 年代に日本占領期インドネシア研究者が行った
日本軍政関係者へのインタビュー記録などの一部を収集した。しかしながら、インタビュー記録
は、調査者と調査対象者のラポールが如何なるものか、また当時の政治や時代の空気がどのよう
に、インタビュー内容に反映したか等の背景の分析も必要になり、日本占領期インドネシア研究
史料としては、更なる調査・分析が必要となった。例えば、ジャカルタ国立公文書館所蔵の軍政
期に関するインタビュー記録は、1975 年に収集されたものであり、当時のスハルト政権下にお
いて、どのように Oral History Project が企画され、だれがどのように指揮し面接聞き取り調査
をしたのかという背景を知らずに、調査内容を文書史料に代わる或いは同等の歴史史料と捉え
ることの問題に直面し、本研究において断念せざるを得ない状況になった。 
研究を進めていくにつれ、日本占領期インドネシア当時に出版された新聞・雑誌が、紛失・散

在あるいは保管状況が悪く劣化していることが判明した。研究当初これらの文書は写真撮影で、
デジタルとして補完する予定であったが、研究期間途中に、可能な限り収集することに方向に転
換した。ほかの史料としては、軍政期および戦後の映像・録音を発掘保全し、映像・録音に係っ
た人々の技術の継承や、日・イの人々の繋がりを精査している。また、NIOD 所蔵、戦後オランダ
が没収した戦中インドネシア在住日本人の日記を社会状況および人間関係を中心に精査、抜粋
を英語にする作業も進め、占領下の人脈・ネットワーク体系図の基礎データを纏めている。 
 
４．研究成果 
 日本語、オランダ語、インドネシア語等の 1930 年代～50年代までに出版された多言語史資料
調査研究から、日本軍政期の人脈やネットワークを中心にインドネシア現代史の連続性を戦前
から戦後に至るまで検証する本研究は、史料調査および国際的な研究発表、さらに海外の学者と
の学術交流と共同研究が特徴的なプロジェクトであった。 
 史資料調査に関しては、本研究初年度（平成 28 年度）から国内外の文書館調査のみならず、
古書店等で収集してきた。収集した史料は、平成 29 年度には宮城大学における公開シンポジウ
ムの際、展示公開してきた。本研究期間の終了後の令和元年 6月には、インドネシア文化庁及び
在日インドネシア大使館主催の「日本占領期インドネシア史料展」でその一部を出品し、当時の
史料現物展示の 90％が本研究分担者および代表の成果であり、社会貢献の一環として取り組ん
できた。文書館に保存されている史料の所蔵状態や保管の問題もあり、また今後デジタル化する
際の法的問題を少なくすることを考え、代表および分担者（特に Horton、高地）が積極的に当
時の出版物を入手することを試みた。研究期間に収集した主な文書は以下のとおりである。新
聞：Asia Raya (Jakarta) 497 日分、Pewarta Perniagaan (Surabaya) 58 日分、Pembangoen 
(Jakarta) 229 日分、Kung Yung Pao (Jakarta) 230 日分、Sinar Baroe (Semarang) 53 日分、
Suara Asia (Surabaya) 66 日分、Tjahaja、他軍政監部発行のジャワ語の新聞 24 日分。 雑誌：
Pandji Poestaka （1942～1943） 1942 年発刊の半分程度、1943 年発刊は概ね収集。Berita 
Ketabiban および戦前戦中の医学雑誌。戦時下ジャワのイスラム教雑誌 Soeara MIAI 1942 年後
半～1943 年半の一部。その他：日本占領期出版書籍は 140 冊収集。国内外の研究者にとって重
要な史資料の一部公開を見据え、英語・日本語のホームページ（http://lapangan.net/ring/）
も開設した。これら収集した史料のほか、研究期間中に研究分担者後藤乾一が『復刻版ジャワ新
聞』を解題執筆・監修し出版した。また、研究分担者倉沢愛子はインドネシア語で当時の日本語
公文書を紹介した Bibliografi Beranotasi: Sunber Sejarah Masa Pendudukan Jepang di 
Indonesia[要約つき史料目録：日本占領期インドネシア史資料]を、研究代表および分担者も協
力し出版した。これらの史料を紹介した出版物のほか、研究期間中に論文 14 本（4本英語）、図
書 11 冊（6冊英語或いはインドネシア語）を出版した。 
 
 研究の国際的発信及び国際学術交流は、国際学会発表、国際ワークショップ、また公開シンポ
ジウムを通じ行った。本研究が主催した国際公開シンポジウムおよび国際ワークショップは、研
究の初年度にあたる平成 28 年度から始め、参加研究者とその後の研究交流および共同研究を促
進させた。10 月にシドニー大学の Hans Pols 教授を招聘し、国際シンポジウムを国立政策大学
院大学（東京都港区）で開催。基調講演で日本占領期インドネシアのジャカルタ医科大学に関す
る講義を行った。シンポジウムでは軍政期の医療を核としながらも、政治や戦後経済についても、
発表した。以下が発表者と題目である：Hans Pols, “Collaboration, Opportunism, and 
Resistance: Indonesian Physicians during the Japanese Occupation,”山本まゆみ（研究代
表者）“Men, ‘Do not Approach the Dangerous!’: Life in Java from Medical Reports and 
Living Guidebooks,” William Bradley Horton（研究分担者）“From Shadow Works to the 
Front Line: Japanese Nurses in Indonesia under Japanese Military Administration,”山
﨑功（研究分担者）“Kurume-Jakarta-Palembang: Adventurous Wartime Explorations of 
Bridgestone and the Kurume Medical School”モデレーターには会場となった国立政策研究大
学院大学に所属し本研究の研究分担者でもある Jafar Suryomenggolo、そしてコメンテーターと
して CEAS-Yusof Isyak Institute（シンガポール）の東南アジア学術誌 SOJOURN 編集長 Michael 
Montesano 氏が参加した。平成 29 年度は、インドネシア日本軍政ネットワークの連続性が続い
ていたと、本研究で仮説をたてた東西冷戦期、特に日本軍政と緊密な関係を持っていたスカルノ
政権の終焉 1960 年代半ばまでの時期を解題の中心に据え平成 30 年 2 月に The End of the 



Postwar Indonesian Regime: Knowledge Production and Indonesia's Foreign Interactions 
in the 1950s-60s と題し、国立シンガポール大学 Douglas Kammen 教授を基調講演者として招聘
し、Special Workshop on the History of Modern Indonesia を国立政策研究大学院大学で開催
した。本研究から Horton, William Bradley、高地薫、山本まゆみの 3名が研究発表し、モデレ
ーターとして Jafar Suryomenggolo が参加した。 
 国際シンポジウムやワークショップのほか、国際学会発表で海外の研究者とともにパネル発
表を行い、研究交流と協力が引き続き行われるのみならず、本研究の国際発信の場としても効果
をあげた。平成 28 年度に、University of Michigan-Ann Arbor 名誉教授で戦後インドネシアの
政治史が専門の Rudolf Mrazak、マレーシア大学特任教授で言語学者 Jim Collins、米国 Augusta 
University 教授/歴史学部長 Andrew Goss が参加しパネル発表をした。平成 28年 6月に日本国
内で開催された国際学会（AAS-in-ASIA)のパネルで Mrazak, Collins, 山本、Horton が発表し、
日本占領期の医療政策を軍政監部および医療部隊作成の出版物から考察する発表を行った。特
に Collins は、日本軍政期に出版した日イ辞書は、戦前のオランダ語・インドネシア語の辞書が
そうだったように、英語・インドネシア語の辞書を範にしていることを紹介した。さらに分析を
続け、戦前との辞書のわずかな違いが、日本占領期インドネシアの特性を表す可能性があること
を指摘した。平成 29年 3月には、トロントで開催された米国アジア学会の年次総会でもパネル
発表を行い、山本、Horton、高地という本研究メンバーに加え、Andrew Goss 教授/歴史学部長
も参加し、医療から明らかになる日本占領期とオラダ植民地時代の連関を、医学研究を山本が、
マラリア治療などの看護体制をホートンが、そして医療啓発映画に見られる衛生政策を高地が
担当し、戦前と戦中のキニーネ製造について Goss が経済史の立場から研究発表した。本研究の
主眼である日本占領期インドネシアの戦前戦後への継続性は、エリートのネットワークや人脈
を中心に考えていたが、研究初年度に焦点を当てた医療から、むしろ軍政の医療政策、軍医の人
脈および医療知識という面で、政・財・官・学を網羅できることが判明した。この研究は深化さ
せ、平成 29年 8月にオックスフォード大で開催された Euroseas にて研究代表（山本まゆみ）及
び分担者（Horton, William Bradley)が占領期の医療に関する発表を引き続き行い、平成 30 年
7 月にも、ジャカルタで開催された HOMSEA［東南アジア医療史学会］と ASM［医療史アジア学会］
が共催した総会で、本研究で学術交流をしている Pols、Collins とともにパネル発表した。 
 
一方、戦前戦中のインドネシア在留日本人および軍人の人脈を研究する過程で、日本国内の特

定の地域とインドネシアの関りも見いだされた。沖縄に着目した研究を進め、今後の日本の地域
社会とインドネシアの結びつきの研究へ発展する糸口もつかんだ。このことは、後藤乾一が「戦
前期沖縄とインドネシア――又吉武敏の『南方関与』を事例に」（平成 29年度）で提示している。
また、人脈を辿っていく研究は、政・財を中心に研究を進め、史料分析からインドネシアと日本
の人脈には、地域性を見出すこともできた。この違いは、本研究初年度の平成 29 年 1 月に研究
分担者山﨑功が佐賀県立九州陶磁文化館において開催したミニ・地域シンポジウム「佐賀・九州
から見た近代日本の南方関与」と、平成 30年 11 月に宮城大学で開催した「近代日本 を拓いた
東北人の南方『外交』」と題したシンポジウムで明らかになり、地域による南方への関りの違い
が、それぞれの地域と南方渡航や海外渡航の歴史の違いに深い関係性があると仮定付け、将来新
たな研究として発展させることができることも判明した。 
 
「インドネシア現代史の『失われた環』――戦前戦後をつなぐ日本軍政ネットワーク」研究か

ら、政治体制の変化で「分断」が生じることより、新しい体制が、前体制を範に「継続性」を残
し新体制へ移行しながら変容を遂げていくことが詳らかになった。特に、3年強という短期間で
あるが凝縮した日本占領期は、その変容が定着する時間もなく、新たな時代である戦後インドネ
シアへ、移行し「継続」する「遺産」を残したとも考えられる。この点に着目し、本研究は、平
成 31 年（令和元年）度の継続研究として戦後インドネシア社会に注目し、日本占領期を、独立
後のインドネシアの播種期と捉えなおし、日本占領期の軍の人脈、教育、文化・社会活動が、戦
後インドネシア社会に与えた影響を検証することを目的とした「インドネシア現代史『失われた
環』――日本軍政から見えた戦後の社会」に引き継いだ。 
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